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 The purpose of this study is to clarify the effect of the decorative function of the text in the 
one-to-one text-based asynchronous communication between a teacher and a student, when 
the decorative function is given to students as an addition of pictograms, emoticon, and text 
color. To that end, various data that is necessary to was gathered from 2class conducted with 
the same teacher, during the whole year at 2012, as the appearance of the additional function 
was on only one-side. And necessary examinations and a questionnaire were collected. By the 
analyzation of the acquired data, neither the increase of sentences nor the variation of the 
impression of the teacher was confirmed. Therefore, the demand of the decorative function 
was higher from the group which the function was given. Also the decoration function was 
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1.1  背景 
 
授業の各回において，無地の用紙や専用に設計されたカード等による紙媒体





































1.3  本論文の構成 
 




 第 3 章では，本研究で提案するテキスト装飾機能の効果を検証するために，
開発したコミュニケーション・ツールである iConversation システムと，その
機能拡張モジュールとして導入したテキスト装飾機能について述べる． 
 第 4 章では，テキスト装飾機能の効果を明らかにするための比較実験を行い
その分析を行う． 



























































































































難しかったがなんとか出来た ⇒  次回への不安を表現



















































































































































































































































































































































































































以上の iCon のシステム・アーキテクチャ(図 3.1)に，また受講生用ユーザイ
ンタフェース(図 3.2)を示す．この iCon は web アプリケーションとして実行
できるよう HTML4.01 と PHP5，JavaScript，ライブラリである jQuery を使
用して実装されており，その実行環境としては，web サーバーとして Apache，
データベース管理システムとして MySQL を使用している． 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































メ ッ セ ー ジ 入 力 欄
















































































































































































































gmail homail Android iPhone mixi Facebook 
サイズ変更 
指定 ○ × 4 段階 ○ × × × × 
拡大 × ○ × × △※1 × × × 
縮小 × ○ × × △※1 × × × 
色変更 
フォント ○ ○ ○ ○ ○ × × × 
背景 △※2 ○ △※2 × ○ × × × 
装飾 
太字 ○ ○ × ○ × × × ○ 
斜体 ○ ○ × ○ × × × ○ 
下線 ○ ○ × ○ × × × ○ 
インデント 
右寄せ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 
左寄せ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 
中央寄せ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 
挿入 
画像 ○ ○ △※3 △※3 ○ △※3 ○ ○ 
文字絵 × × × × ○ ○ × × 
絵文字 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 
リンク ○ ○ ○ ○ ○ × × × 
リスト 
中点 ○ ○ ○ ○ × × × ○ 
番号付き ○ ○ ○ ○ × × × ○ 
 









表 3.3 絵文字を作成するために選定した特徴 


















表 3.4 iConで利用可能な絵文字の種類 
 





































4.1  実験方法 
 
2012 年度の前期と後期に実施された T 大学の情報実習系科目であり，同一
教員が担当する「ネットワーク論」と「web デザイン入門」を対象として評価
実験を行なった．両科目とも連続 2 コマ（90 分×2）の情報系の実習科目であ
り，後期の web デザイン入門は 8 名程度と少ないが，20～25 名程度の学生が












大学名  T 大学  
担当教員  教員 A  
時期 前期 後期 
科目  
web デザイン入門  ネットワーク論  web デザイン入門  ネットワーク論  
（統制群）  （実験群）  （実験群）  （統制群）  
授業回数  14 14 14 14 
授業時間  90 分 2 コマ  90 分 2 コマ  90 分 2 コマ  90 分 2 コマ  
受講人数  29 25 9 27 
分析対象
者数 
28 22 8 24 
男女比
（男：女） 
25：3 16：6 7：1 18：6 
 
表 4.1 対象とした授業と受講生 
ーク論を実験群とし，また，後期では統制群と実験群を入れ替えることとした．
ここで，統制群で利用する iCon にはテキスト装飾機能は導入せず，iCon を利







































表 4.2 分類した各アンケートの設問項目 
設定した質問項目  
各アンケートの構成  
初回  中間  期末  



























iCon の必要性      
○  
（質問 E） 

















2012/4/13 2012/4/13 2012/9/21 2012/9/21 
2 1 









3 2 2012/4/27 2012/4/27 2012/10/5 2012/10/5 
4 3 2012/5/18 2012/5/18 2012/10/12 2012/10/12 
5 4 2012/5/25 2012/5/25 2012/10/19 2012/10/19 
6 5 2012/6/1 2012/6/1 2012/10/26 2012/10/26 
7 6 









8 7 2012/6/15 2012/6/15 2012/11/23 2012/11/23 
9 8 2012/6/22 2012/6/22 2012/11/30 2012/11/30 
10 9 2012/6/29 2012/6/29 2012/12/7 2012/12/7 
11 10 2012/7/6 2012/7/6 2012/12/14 2012/12/14 
12 11 2012/7/13 2012/7/13 2012/12/21 2012/12/21 
13 12 
2012/7/20 2012/7/20 2012/1/11 2012/1/11 


















4.3  実験結果 
 
今回の実験を行った結果，前期においては統制群である web デザイン入門で
は 27 名の受講生から 258 件，実験群であるネットワーク論では，22 名の受講
生から 223 件のメッセージデータ，後期は統制群と実験群を対象とする科目を
入れ替え，実験群である web デザイン入門では 8 名の受講生から 75 件，統制
群であるネットワーク論では，24 名の受講生から 236 件のメッセージデータ
（ここでの 1 メッセージとは 1 人の受講生が 1 回の授業毎に送信した文章全体
を示す）を取得した．また，アンケート調査では，前期科目においては，統制
群である webデザイン入門は初回アンケート 27 名，中間アンケート 20 名，期
末アンケート 19 名，実験群であるネットワーク論は初回アンケート 19 名，中
間アンケート 18 名，期末アンケート 18 名の回答を得た．また，後期科目にお
いては統制群と実験群を入れ替え，実験群である webデザイン入門は初回アン
ケート 8 名，中間アンケート 6 名，期末アンケート 6 名，実験群であるネット







論の後半 6 回分の授業（第 8 回～第 13 回）から 109 件のメッセージデータが








絵文字の付加によってテキストを装飾する絵文字の利用は 231 件，計 392 件の
装飾が確認された．また，後期 web デザイン入門で交わされた 34 件のメッセ
ージにおいて文字サイズの変更などのフォントスタイルの装飾は 6 件，テキス
トの色を変更するフォントカラーの装飾は 14 件，絵文字の付加によってテキ
ストを装飾する絵文字の利用は 28 件，計 48 件の装飾が確認された． 
すなわち，1 メッセージあたり前期のネットワーク論では平均 3～4 件，後期






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 回分の授業（第 8 回～第 13 回）から 92 件のメッセージデータが確認された．




240 件，テキストの色を変更するフォントカラーの装飾は 179 件，絵文字の付
加によってテキストを装飾する絵文字の利用は 183 件，計 602 件の装飾が確認
された．また，後期 web デザイン入門で交わされた 39 件のメッセージにおい
て文字サイズの変更などのフォントスタイルの装飾は 75 件，テキストの色を
変更するフォントカラーの装飾は 76 件，絵文字の付加によってテキストを装
飾する絵文字の利用は 64 件，計 215 件の装飾が確認された． 
すなわち，1 メッセージあたり前期のネットワーク論では平均 5～6 件，後期




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































後半 109 62.83 42.22 
 































































































































































後半 92 56.03  19.08 
 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































27 22 24 8
後 期 後 期
受 講 生 教 員















































































実験群（ネットワーク論） 2.05  2.50  2.39  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.63  1.67  1.67  


















実験群（ネットワーク論） 1.32  1.78  1.56  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.13  1.00  0.67  


















実験群（ネットワーク論） 2.00  2.17  1.89  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 2.00  2.00  1.86  


















実験群（ネットワーク論） 2.37  2.44  2.33  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.25  1.17  1.33  


















実験群（ネットワーク論） 1.84  2.17  2.00  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.13  1.50  1.00  





































表 4.12 社会的望ましさに関する印象の比較 























実験群（ネットワーク論） 0.95  1.44  1.44  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.88  1.17  1.33  


















実験群（ネットワーク論） 0.89  0.89  1.61  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.50  0.33  0.83  


















実験群（ネットワーク論） 0.37  0.82  1.67  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.88  0.67  0.83  


















実験群（ネットワーク論） 1.00  1.17  1.83  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.50  1.67  1.50  


















実験群（ネットワーク論） 1.84  2.17  2.11  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 2.00  1.33  1.83  
































表 4.13 力本性に関する印象の比較 























実験群（ネットワーク論） 1.89  2.33  2.00  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.50  1.50  1.67  


















実験群（ネットワーク論） 1.88  2.22  2.00  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 1.63  1.33  1.67  


















実験群（ネットワーク論） -0.06  0.22  0.33  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） -0.88  -0.83  -0.17  


















実験群（ネットワーク論） 1.89  1.89  1.89  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 2.13  2.00  1.67  


















実験群（ネットワーク論） 2.00  2.22  2.44  
後
期 

















実験群（web デザイン入門） 2.38  2.00  2.33  















した科目同士，同一科目同士で U 検定を実施した(表 4.14，表 4.15)．有意水
準 5％で検定した結果，前期，後期，同一科目同士の全ての項目において有意




表 4.14 メッセージ作成時に関する受講生の印象の比較 















実験群（ネットワーク論） 4.33  4.56  
後
期 













実験群（web デザイン入門） 3.83  4.00  















実験群（ネットワーク論） 3.33  4.17  
後
期 













実験群（web デザイン入門） 3.83  3.67  














実験群（ネットワーク論） 4.67  4.61  
後
期 













実験群（web デザイン入門） 4.17  4.00  












表 4.15 メッセージ閲覧時に関する受講生の印象の比較 















実験群（ネットワーク論） 4.61  4.61  
後
期 













実験群（web デザイン入門） 4.50  4.50  















実験群（ネットワーク論） 4.00  3.78  
後
期 













実験群（web デザイン入門） 3.00  3.67  















実験群（ネットワーク論） 4.78  4.61  
後
期 













実験群（web デザイン入門） 4.67  4.33  






































表 4.16 テキスト装飾機能の必要性や要求に対する印象の比較 





統制群（web デザイン入門） 3.42  
0.009  
実験群（ネットワーク論） 4.33  
後
期 
統制群（ネットワーク論） 3.41  
0.236  





統制群（web デザイン入門） 3.42  
0.229  
実験群（web デザイン入門） 4.00  
統制群（ネットワーク論） 3.41  
0.010  




統制群（web デザイン入門） 4.00  
0.006  
実験群（ネットワーク論） 3.78  
後
期 
統制群（ネットワーク論） 3.45  
0.643  





統制群（web デザイン入門） 4.00  
0.575  
実験群（web デザイン入門） 3.67  
統制群（ネットワーク論） 3.45  
0.010  









































表 4.18 テキスト装飾機能の必要性についての自由記述回答結果（実験群） 
受講生の回答 






































































































の科目と比べ 3 分の 1 程度と少ないため，今回はあくまで参考として傾向を留
意しつつ，引き続き調査を行い一定の標本数の比較を行う必要があると考えて
いる． 
表 4.21 iConの必要性に関する印象の比較 






統制群（web デザイン入門） 3.68  
0.452  
実験群（ネットワーク論） 3.67  
後
期 
統制群（ネットワーク論） 3.23  
0.618  





統制群（web デザイン入門） 3.68  
0.031  
実験群（web デザイン入門） 2.50  
統制群（ネットワーク論） 3.23  
0.278  











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たため標本数の多いネットワーク論 n=18 では 0.482，標本数の少ない web デ





















を確認した(表 4.23)．相関係数は前後期の統制群と実験群を合わせた 4 科目を
対象に算出しており，それぞれ標本数が異なるため，各有意点は，前期の統制
群である web デザイン入門は n=19 より 0.456，前期の実験群であるネットワ
ーク論は n=18 より 0.468，また，後期の実験群である web デザイン入門は n=6

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4.5  本章のまとめ 
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例：  美味しい   ┣━━━╋━━━○╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  美味しくない  
1． 感じのよい     ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  感じのわるい 
2． 人なつっこい   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  近づきがたい 
3． 人のよい       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  人のわるい 
4． 親しみやすい   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  親しみにくい 
5． 親切な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  いじわるな 
6． 責任感の強い   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無責任な 
7． 慎重な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  軽率な 
8． 重厚な ※1     ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  軽薄な 
9． 分別のある ※2 ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無分別な 
10．意欲的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無気力な 
11．社交的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  非社交的な 
12．積極的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  消極的な 
13．恥ずかしがりの ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  恥しらずの 
14. うきうきした   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  沈んだ 













































































































1 2 2 1 2 1
2 1 0 2 1 2
3 3 3 3 3 3
4 1 1 2 2 2
5 2 1 1 3 1
6 2 2 2 2 2
7 2 0 1 1 1
8 2 2 2 3 1
9 1 2 1 2 2
10 3 2 3 3 3
11 2 3 2 2 2
12 3 3 3 0 0
13 1 2 1 1 2
14 2 1 1 1 1
15 3 3 3 3 3
16 2 1 1 1 1
17 2 0 2 1 1
18 3 1 2 2 2
19 3 3 3 3 3
20 2 0 3 1 0
21 2 2 2 2 2
22 2 0 1 0 2
23 0 1 1 2 2
24 3 1 2 2 3
25 2 0 3 3 3
26 2 0 0 1 -1
27 3 2 3 2 3
29 2 3 2 3 1
31 2 2 2 3 2
32 # # # # #
33 3 3 3 3 3
34 # # # # #
35 2 0 1 3 2
36 2 2 1 2 1
37 2 -1 2 2 0
38 1 0 3 3 3
39 2 1 1 3 2
40 2 1 2 3 2
41 1 1 1 1 1
42 2 1 1 0 0
43 2 -1 # 0 0
44 3 0 3 3 3
45 1 1 1 3 1
46 2 2 3 3 3
47 3 2 3 3 3
48 2 3 2 2 3
49 3 3 3 3 3








































































1 0 1 -1 0 0
2 3 2 2 3 2
3 1 2 1 3 3
4 0 0 2 3 3
5 0 1 -1 0 2
6 1 0 1 1 2
7 0 3 1 3 3
8 0 0 0 1 1
9 3 3 0 1 2
10 2 1 1 1 2
11 2 3 2 3 3
12 3 3 0 3 3
13 3 1 1 1 3
14 2 1 -1 1 1
15 3 3 2 3 3
16 2 2 3 2 1
17 1 1 2 2 1
18 2 0 0 1 2
19 1 1 2 2 3
20 2 2 3 3 3
21 2 2 1 3 3
22 3 1 0 2 1
23 3 1 0 3 1
24 2 1 1 2 2
25 2 0 0 3 3
26 0 -1 0 3 2
27 2 0 2 2 2
29 0 0 0 1 2
31 0 0 0 0 2
32 # # # # #
33 2 1 0 2 2
34 # # # # #
35 1 1 0 0 1
36 -1 -1 -1 2 1
37 1 1 -3 0 2
38 0 3 2 0 3
39 1 1 1 1 2
40 1 0 1 2 2
41 1 1 1 1 1
42 0 0 -1 0 -1
43 0 -1 -1 1 -1
44 -1 0 1 -1 3
45 0 0 0 1 3
46 3 2 2 2 2
47 3 2 2 2 3
48 3 2 0 1 3
49 2 3 1 2 3








































































1 2 2 -1 1 3
2 -1 2 0 2 3
3 3 3 0 1 2
4 3 3 0 2 3
5 1 2 0 0 1
6 3 3 0 1 2
7 2 1 -2 1 2
8 -1 1 -2 3 3
9 2 2 3 2 3
10 2 3 -1 2 3
11 3 3 0 3 2
12 3 3 0 3 3
13 3 3 0 2 0
14 1 2 -2 2 2
15 3 3 0 2 1
16 2 2 0 1 3
17 1 1 0 0 2
18 1 2 0 1 2
19 3 1 -2 2 1
20 0 2 0 0 3
21 3 3 -2 0 3
22 1 0 0 -1 2
23 1 1 -2 0 1
24 3 3 0 2 2
25 3 3 0 3 2
26 0 1 -2 2 3
27 2 2 0 3 0
29 2 2 1 2 2
31 3 2 0 1 1
32 # # # # #
33 3 2 1 3 3
34 # # # # #
35 2 1 -1 1 1
36 2 2 -2 3 3
37 1 1 0 1 1
38 3 3 0 3 3
39 2 2 0 2 2
40 1 2と0 * 1 1
41 1 1 1 1 1
42 0 1 0 0 1
43 1 0 -2 1 1
44 3 3 -3 3 3
45 3 3 -3 3 3
46 2 2 2 2 2
47 3 3 3 3 3
48 1 3 1 3 3
49 1 * 0 2 3








































































51 0 2 0 0 0
52 1 0 -1 0 0
53 1 1 1 2 1
54 2 0 0 1 0
55 2 2 2 2 2
56 3 1 3 3 3
57 3 3 3 2 3
58 1 0 0 0 0
59 2 0 0 1 1
60 # # # # #
61 0 0 0 0 -1
62 0 0 1 1 1
63 2 1 1 2 1
64 2 2 1 0 1
65 3 0 2 2 1
66 3 3 3 3 3
67 3 2 3 3 3
68 3 2 3 3 3
69 # # # # #
70 3 3 3 3 3
71 2 2 3 3 1
72 3 0 0 2 2
73 # # # # #
74 3 1 3 3 3
75 3 3 3 3 2
76 3 3 3 3 3
77 3 3 3 3 3
78 2 1 2 3 1
79 1 2 1 2 0
80 3 0 2 1 2
81 2 2 2 2 1









































































51 3 3 1 0 3
52 2 1 1 0 1
53 2 1 1 2 2
54 0 3 2 2 0
55 2 2 2 1 2
56 3 2 2 3 3
57 3 3 3 3 3
58 0 0 0 1 2
59 3 3 3 3 3
60 # # # # #
61 1 0 1 1 1
62 0 0 1 1 1
63 1 0 1 2 1
64 0 0 2 3 2
65 3 2 2 3 3
66 1 3 3 1 2
67 1 0 -1 3 3
68 2 2 3 2 2
69 # # # # #
70 3 3 3 3 3
71 2 1 2 3 3
72 1 1 1 1 -1
73 # # # # #
74 2 1 0 2 3
75 2 0 0 2 2
76 3 3 3 3 3
77 2 2 3 3 3
78 0 0 0 0 1
79 0 0 1 1 1
80 3 2 2 1 3
81 1 1 1 1 1









































































51 0 0 -1 3 3
52 1 3 -2 2 2
53 1 1 1 2 1
54 1 -1 -1 1 2
55 1 2 0 2 2
56 3 2 -1 1 3
57 3 3 0 3 3
58 2 3 -3 3 3
59 3 3 2 2 2
60 # # # # #
61 1 1 -2 0 2
62 1 1 0 0 0
63 1 1 -1 2 1
64 0 0 0 2 2
65 1 3 0 2 3
66 3 3 3 2 3
67 3 3 0 3 3
68 2 3 2 3 2
69 # # # # #
70 3 3 0 3 3
71 3 3 -3 3 3
72 2 -1 -2 3 2
73 # # # # #
74 3 3 -3 3 2
75 3 2 -2 3 3
76 3 3 0 3 3
77 3 3 0 3 3
78 0 1 0 2 0
79 2 0 0 1 2
80 2 3 -3 1 2
81 1 2 0 1 1
































iConに関する中間アンケート      学籍番号（      ）氏名（           ） 
 






（１）-①：iCon上でメッセージの文章を作成するとき、あなたが伝えたいと思ったことは表現できましたか？              
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：ほとんど   ４：少しは   ３：どちら   ２：あまり     １：ほとんど 
     表現できた    表現できた   でもない    表現できなかった  表現できなかった 
 







（２）-①：iCon上でメッセージの文章を作成するとき、あなたが伝えたいと思ったことを表現するために、           
どれだけの工夫が必要でしたか？                                                
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：ほとんど工夫は   ４：あまり工夫は   ３：どちら   ２：少しは工夫が   １：ほとんど工夫が 
     必要無かった      必要無かった     でもない    必要だった      必要だった 
 







（３）-①：iCon上でメッセージの文章を作成するとき、不満な点はありましたか？                     
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：ほとんど   ４：あまり     ３：どちら   ２：少し     １：かなり 
     不満はなかった  不満はなかった   でもない    不満があった   不満があった 
 



















５：ほとんど   ４：少しは   ３：どちら   ２：あまり     １：ほとんど 








（２）-①：iCon上で受け取ったメッセージの文章を閲覧するとき、先生が伝えたいと思うことを解釈するために、        
メッセージの文章について、どれだけのことに注目する必要がありましたか？                                                
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：ほとんど何も    ４：あまり      ３：どちら   ２：少しは何かに   １：多くの何かに 
    注目しなかった     注目しなかった    でもない    注目した       注目した 
 
（２）-②：（２）-①について、先生が伝えたいと思うことを解釈できた場合に、受け取ったメッセージのどのような点に      







（３）-①：iCon上で受け取ったメッセージの文章を閲覧するとき、不満な点はありましたか？                
以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：ほとんど   ４：あまり     ３：どちら   ２：少し     １：かなり 
     不満はなかった  不満はなかった   でもない    不満があった   不満があった 
 




























例：  美味しい   ┣━━━╋━━━○╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  美味しくない  
1． 感じのよい     ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  感じのわるい 
2． 人なつっこい   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  近づきがたい 
3． 人のよい       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  人のわるい 
4． 親しみやすい   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  親しみにくい 
5． 親切な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  いじわるな 
6． 責任感の強い   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無責任な 
7． 慎重な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  軽率な 
8． 重厚な ※1     ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  軽薄な 
9． 分別のある ※2 ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無分別な 
10．意欲的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無気力な 
11．社交的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  非社交的な 
12．積極的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  消極的な 
13．恥ずかしがりの ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  恥しらずの 
14. うきうきした   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  沈んだ 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 # # # # #
2 # # # # #
3 3 2 2 2 2
4 3 -1 2 2 2
5 1 0 0 3 -1
6 2 2 2 2 2
7 # # # # #
8 2 0 1 1 1
9 2 0 1 1 1
10 2 2 2 2 2
11 3 3 3 3 2
12 -1 2 -1 3 0
13 2 3 2 2 2
14 2 2 2 1 2
15 3 3 3 3 3
16 2 2 2 3 2
17 2 0 1 1 1
18 2 1 2 2 2
19 # # # # #
20 3 0 3 2 3
21 2 2 2 1 0
22 # # # # #
23 2 0 1 1 3
24 # # # # #
25 # # # # #
26 0 0 -1 1 0
27 3 3 3 3 3
29 2 2 2 2 2
31 2 2 1 1 2
32 # # # # #
33 # # # # #
34 3 3 2 3 2
35 3 0 3 3 3
36 1 1 -1 3 2
37 3 0 1 2 0
38 3 3 3 3 3
39 3 2 3 3 3
40 2 0 2 2 2
41 3 3 3 3 3
42 2 1 1 1 1
43 2 2 2 1 -1
44 3 1 3 3 3
45 3 3 3 3 3
46 3 3 3 3 3
47 2 2 2 2 2
48 2 1 3 3 3
49 3 3 3 3 3








































































1 # # # # #
2 # # # # #
3 3 0 0 0 1
4 -1 -1 2 1 1
5 1 3 -1 2 0
6 2 1 2 2 2
7 # # # # #
8 -1 -1 0 0 0
9 0 -1 1 2 2
10 1 2 1 2 2
11 2 3 3 2 3
12 3 1 -1 3 3
13 3 3 1 2 3
14 2 1 -1 0 1
15 3 1 1 3 3
16 1 0 3 3 2
17 2 1 1 2 1
18 1 1 1 1 2
19 # # # # #
20 3 2 2 3 2
21 0 -1 0 0 3
22 # # # # #
23 1 3 -1 1 3
24 # # # # #
25 # # # # #
26 0 0 0 0 2
27 3 3 3 3 3
29 1 1 # 1 2
31 0 0 0 1 2
32 # # # # #
33 # # # # #
34 3 -2 -1 1 2
35 3 0 0 0 3
36 2 -1 -2 1 1
37 1 2 0 0 1
38 3 3 3 3 3
39 2 1 1 2 3
40 2 1 1 1 2
41 3 3 3 3 3
42 -1 0 0 1 1
43 -1 0 1 -1 1
44 -2 -1 0 -1 1
45 1 0 0 0 3
46 3 3 3 3 3
47 2 2 2 2 2
48 1 1 0 1 3
49 3 3 3 3 3








































































1 # # # # #
2 # # # # #
3 3 1 0 2 2
4 2 2 0 1 3
5 1 0 -1 2 3
6 2 2 -1 2 1
7 # # # # #
8 0 1 0 1 2
9 2 2 1 0 1
10 2 2 2 2 2
11 2 2 3 3 1
12 0 0 0 1 2
13 3 3 0 2 2
14 2 1 0 1 0
15 3 3 0 3 2
16 2 3 1 1 3
17 1 2 -1 -1 2
18 1 1 1 2 2
19 # # # # #
20 1 0 0 0 3
21 3 3 -3 2 3
22 # # # # #
23 2 3 -1 2 3
24 # # # # #
25 # # # # #
26 1 3 -2 2 3
27 3 3 0 2 3
29 2 2 2 2 2
31 2 1 1 2 2
32 # # # # #
33 # # # # #
34 3 3 1 3 2
35 3 3 0 3 3
36 3 3 -2 3 3
37 2 -1 0 1 1
38 3 3 3 3 3
39 3 3 0 0 2
40 2 2 0 0 1
41 3 3 -3 3 3
42 1 1 0 0 0
43 2 1 1 0 2
44 1 2 -1 1 3
45 3 3 -3 3 3
46 3 3 3 3 3
47 2 2 2 2 2
48 2 3 -3 2 2
49 2 3 3 3 3























































































































































































































































































































































































































































































51 2 2 0 1 0
52 # # # # #
53 2 1 1 2 2
54 0 0 0 1 1
55 2 1 2 1 3
56 # # # # #
57 2 2 3 2 3
58 2 0 1 0 0
59 2 0 2 1 1
60 2 2 3 2 2
61 2 2 2 2 -1
62 3 1 2 2 1
63 2 1 2 2 1
64 1 1 1 1 1
65 2 0 2 1 0
66 2 0 2 0 -1
67 3 1 3 3 1
68 3 3 3 3 3
69 2 1 1 2 2
70 3 3 3 3 3
71 2 0 1 1 1
72 3 2 2 3 3
73 2 1 0 1 -2
74 3 0 3 3 3
75 2 2 2 2 2
76 3 1 3 3 3
77 3 3 3 3 3
78 2 1 2 2 1
79 2 2 0 2 0
80 # # # # #
81 # # # # #













































































51 0 -1 -2 2 3
52 # # # # #
53 2 1 2 1 1
54 0 0 1 2 0
55 2 1 2 2 1
56 # # # # #
57 3 3 3 3 3
58 0 -2 -2 0 0
59 2 1 3 0 2
60 3 3 1 2 2
61 2 2 1 1 2
62 1 -1 1 1 2
63 0 0 1 1 2
64 2 2 3 3 1
65 3 2 1 3 3
66 2 2 2 2 2
67 2 1 0 2 3
68 3 3 3 3 3
69 1 1 1 2 2
70 3 2 3 3 2
71 0 1 2 2 2
72 2 2 2 2 2
73 -2 -3 -2 1 2
74 3 3 0 2 3
75 0 -2 -1 3 2
76 3 3 3 3 3
77 3 2 3 3 3
78 1 0 1 1 1
79 0 0 -1 1 1
80 # # # # #
81 # # # # #













































































51 2 2 1 2 1
52 1 0 2 1 2
53 3 3 3 3 3
54 1 1 2 2 2
55 2 1 1 3 1
56 2 2 2 2 2
57 2 0 1 1 1
58 2 2 2 3 1
59 1 2 1 2 2
60 3 2 3 3 3
61 2 3 2 2 2
62 3 3 3 0 0
63 1 2 1 1 2
64 2 1 1 1 1
65 3 3 3 3 3
66 2 1 1 1 1
67 2 0 2 1 1
68 3 1 2 2 2
69 3 3 3 3 3
70 2 0 3 1 0
71 2 2 2 2 2
72 2 0 1 0 2
73 0 1 1 2 2
74 3 1 2 2 3
75 2 0 3 3 3
76 2 0 0 1 -1
77 3 2 3 2 3
78 2 3 2 3 1
79 2 2 2 3 2
80 # # # # #
81 3 3 3 3 3
























































iConに関する期末アンケート      学籍番号（      ）氏名（           ） 
 









５：ほとんど   ４：少しは   ３：どちら   ２：あまり     １：ほとんど 













５：ほとんど工夫は   ４：あまり工夫は   ３：どちら   ２：少しは工夫が   １：ほとんど工夫が 













５：ほとんど   ４：あまり     ３：どちら   ２：少し     １：かなり 
     不満はなかった  不満はなかった   でもない    不満があった   不満があった 
 














５：ほとんど   ４：少しは   ３：どちら   ２：あまり       １：ほとんど 















以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。                                          
 
５：ほとんど何も    ４：あまり      ３：どちら   ２：少しは何かに   １：多くの何かに 












iCon上のメッセージを読んでいるとき、不満な点はありましたか？     
  以下の５つの選択肢の中から最も該当すると思う項目に○を付けてください。 
 
５：ほとんど   ４：あまり     ３：どちら   ２：少し     １：かなり 
     不満はなかった  不満はなかった   でもない    不満があった   不満があった 
 













５：とても    ４：少し       ３：どちら    ２：あまり        １：ほとんど 
















５：とても    ４：少し       ３：どちら    ２：あまり        １：ほとんど 















５：とても    ４：少し       ３：どちら    ２：あまり        １：ほとんど 
































例：  美味しい   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  美味しくない  
1． 感じのよい     ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  感じのわるい 
2． 人なつっこい   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  近づきがたい 
3． 人のよい       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  人のわるい 
4． 親しみやすい   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  親しみにくい 
5． 親切な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  いじわるな 
6． 責任感の強い   ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無責任な 
7． 慎重な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  軽率な 
8． 落ち着いている ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  軽々しい 
9． 分別のある ※1 ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無分別な 
10．意欲的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  無気力な 
11．社交的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  非社交的な 
12．積極的な       ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  消極的な 
13．恥ずかしがりの ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  恥しらずの 
14. 陽気な      ┣━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━╋━━━┫  憂鬱
ゆううつ
な 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 # # # # #
2 2 1 2 2 2
3 # # # # #
4 1 1 2 2 1
5 0 1 2 -1 2
6 2 2 2 2 2
7 2 2 2 3 3
8 2 1 1 2 -1
9 1 -1 -1 0 0
10 2 0 1 1 1
11 3 3 3 3 3
12 2 3 0 1 0
13 2 3 2 2 3
14 # # # # #
15 3 2 3 3 3
16 1 1 1 1 2
17 1 0 1 1 1
18 2 1 2 2 1
19 # # # # #
20 3 1 3 2 3
21 # # # # #
22 # # # # #
23 2 0 1 2 2
24 # # # # #
25 3 2 3 3 3
26 1 1 2 2 2
27 # # # # #
29 3 2 2 3 2
31 3 3 3 3 2
32 0 -1 -1 0 0
33 # # # # #
34 # # # # #
35 3 0 3 3 3
36 2 2 -1 2 -1
37 3 1 1 2 1
38 3 3 3 3 3
39 3 1 2 3 3
40 3 2 2 3 3
41 3 3 3 3 3
42 1 0 1 1 -1
43 2 2 2 1 3
44 3 0 3 3 3
45 3 2 3 3 3
46 3 3 3 3 3
47 2 2 2 2 2
48 # # # # #
49 2 2 2 2 2








































































1 # # # # #
2 3 3 3 3 3
3 # # # # #
4 -1 0 3 3 0
5 2 1 -1 0 0
6 2 2 1 2 2
7 3 2 1 3 3
8 -1 -1 1 0 -1
9 -1 0 0 1 1
10 1 1 0 1 1
11 3 3 1 3 3
12 3 0 0 3 3
13 3 2 0 2 2
14 # # # # #
15 3 3 3 3 3
16 3 3 3 3 1
17 2 3 3 3 1
18 1 1 1 1 2
19 # # # # #
20 3 2 1 3 2
21 # # # # #
22 # # # # #
23 2 3 2 3 3
24 # # # # #
25 3 2 1 2 3
26 2 3 3 3 2
27 # # # # #
29 2 2 2 2 3
31 2 2 3 3 3
32 1 0 1 1 0
33 # # # # #
34 # # # # #
35 3 3 3 3 3
36 -1 1 1 1 1
37 0 1 1 1 3
38 3 3 3 3 3
39 2 2 2 3 2
40 2 2 2 2 3
41 3 3 3 3 3
42 0 1 0 0 1
43 0 0 -1 0 -1
44 -3 -2 0 -1 3
45 3 0 0 1 3
46 2 3 3 3 3
47 2 2 2 2 2
48 # # # # #
49 3 3 2 3 1








































































1 # # # # #
2 3 3 -3 1 3
3 # # # # #
4 2 1 -2 1 2
5 1 0 0 2 2
6 3 3 0 2 2
7 3 3 -2 2 3
8 1 1 -1 1 1
9 1 0 0 0 0
10 1 3 -1 1 0
11 3 2 2 2 2
12 3 0 0 2 3
13 3 2 0 2 2
14 # # # # #
15 3 3 -2 2 3
16 1 1 1 2 3
17 1 2 0 0 2
18 1 1 0 2 2
19 # # # # #
20 1 2 0 2 3
21 # # # # #
22 # # # # #
23 1 2 -1 1 3
24 # # # # #
25 3 3 1 3 3
26 1 2 -1 2 0
27 # # # # #
29 3 3 2 3 3
31 3 3 0 3 3
32 1 0 -1 1 1
33 # # # # #
34 # # # # #
35 3 3 0 0 3
36 2 2 -2 3 3
37 0 2 0 1 1
38 3 3 3 3 3
39 1 2 1 2 2
40 2 3 2 1 2
41 3 3 0 3 3
42 1 -1 -1 2 2
43 2 0 0 1 2
44 3 2 -1 3 3
45 3 3 -3 2 3
46 3 3 3 3 3
47 2 2 2 2 2
48 # # # # #
49 0 1 1 0 3











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































51 2 0 1 2 0
52 # # # # #
53 1 1 1 1 1
54 1 0 0 1 1
55 1 1 2 2 1
56 # # # # #
57 3 2 3 3 3
58 2 0 0 -1 0
59 3 1 3 3 3
60 3 2 3 3 3
61 2 1 1 1 1
62 3 1 2 3 1
63 2 1 1 2 1
64 0 0 0 0 1
65 0 -1 1 1 2
66 2 0 3 0 3
67 3 0 3 3 0
68 3 3 3 3 3
69 1 1 1 1 1
70 3 3 3 3 3
71 0 0 0 0 0
72 3 0 1 3 3
73 1 1 2 1 1
74 3 1 3 3 3
75 3 3 3 3 *
76 2 1 3 3 3
77 3 2 2 3 3
78 1 0 0 0 0
79 1 1 1 1 2
80 # # # # #
81 # # # # #








































































51 0 0 -1 0 3
52 # # # # #
53 1 1 1 1 1
54 0 1 2 2 1
55 3 2 3 3 2
56 # # # # #
57 3 3 3 3 3
58 1 -2 -3 0 1
59 3 3 3 3 2
60 3 3 2 3 3
61 1 -1 1 1 1
62 1 0 0 1 2
63 1 1 2 2 1
64 1 1 2 3 0
65 3 3 3 3 3
66 3 1 0 3 3
67 1 1 0 2 3
68 3 3 3 3 3
69 1 1 1 2 1
70 3 2 3 3 3
71 0 3 3 0 0
72 1 2 3 2 1
73 1 2 0 2 1
74 1 1 1 3 3
75 -2 3 -1 3 3
76 3 3 3 3 3
77 2 2 3 2 3
78 0 0 1 1 0
79 1 0 1 1 1
80 # # # # #
81 # # # # #








































































51 0 1 -2 3 3
52 # # # # #
53 1 1 1 1 1
54 2 1 0 1 2
55 2 2 0 1 2
56 # # # # #
57 3 3 3 2 3
58 2 2 -3 2 3
59 2 2 1 3 3
60 3 3 2 3 3
61 1 1 -1 1 2
62 2 1 0 3 0
63 2 1 0 2 1
64 0 0 0 0 2
65 2 2 1 1 1
66 1 3 0 2 3
67 3 3 -1 3 3
68 3 3 3 3 3
69 2 1 0 1 0
70 3 3 0 3 3
71 1 2 -3 0 3
72 3 1 0 3 3
73 2 1 * 2 1
74 3 3 0 3 3
75 3 3 -3 3 3
76 3 3 0 2 3
77 3 2 0 3 3
78 0 * 0 1 1
79 2 2 0 1 1
80 # # # # #
81 # # # # #
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